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2広報せたな

せたな町立国保病せたな町立国保病院院

改革プラン実施状況の公改革プラン実施状況の公表表

平成１９年１２月総務省は、全国の地方公共団体に

「公立病院改革プランの策定」を義務づけました。

せたな町では平成２０年１２月に「せたな町立国保病院改革プラン」を策定し、

町民の皆さんにより良い医療を提供できるよう

さまざまな病院改革に取り組んできております。

今月号では、策定から１年が経過した国保病院改革プランの実施状況と

せたな町医療対策等審議会からの評価についてお知らせします。



3 Setana Public Relations 

繋
地
域
連
携
室
設
置
（
ソ
ー
シ
ャ

　

ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
）

○
取
組
内
容

　

平
成　

年
４
月
に
地
域
連
携
室
を

21

事
務
室
内
に
設
置
、
専
任
職
員
を
配
置

し
ま
し
た
。

○
効
果

　

町
内
外
の
医
療
機
関
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
及
び
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

等
と
緊
密
か
つ
円
滑
に
連
携
を
取
り
、

入
院
、
外
来
患
者
の
紹
介
、
受
け
入
れ

を
ス
ム
ー
ズ
に
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
在
宅
を
希
望
す
る
患
者
に

は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
公
費
負
担
援
助

等
に
つ
い
て
助
言
し
、
ケ
ア
マ
ネ
、
保

健
師
と
連
携
を
取
り
、
在
宅
で
生
活
で

き
る
よ
う
橋
渡
し
を
し
ま
し
た
。

○
今
後
の
課
題

　

業
務
は
個
人
情
報
に
関
す
る
こ
と

が
主
な
こ
と
か
ら
、
地
域
連
携
室
を
看

護
師
長
室
の
中
に
移
し
、
患
者
の
相
談

に
対
応
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

罫
患
者
の
声
「
ご
意
見
箱
」
の
充

　

実
○
取
組
内
容

　

病
院
、
情
報
セ
ン
タ
ー
に
「
ご
意
見

箱
」
設
置
し
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
と
そ

の
回
答
を
病
院
内
掲
示
板
に
掲
示
し

て
い
ま
す
。

○
効
果

　

ご
意
見
を
も
と
に
、
院
内
土
足
の
実

施
、
外
来
待
合
室
の
長
椅
子
の
配
置
変

更
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
な
ど
院
内

環
境
を
改
善
し
ま
し
た
。
ま
た
、
職
員

の
応
対
に
つ
い
て
は
患
者
や
家
族
の

方
か
ら
の
声
に
耳
を
傾
け
、
改
善
に
努

め
ま
し
た
。

○
今
後
の
課
題

　

院
内
会
議
で
問
題
点
を
共
有
、
協
議

し
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
患
者
へ

の
対
応
、
院
内
環
境
等
の
改
善
に
一
層

努
め
ま
す
。

茎
院
外
処
方
の
導
入

○
取
組
内
容

　

平
成　

年　

月
か
ら
院
外
処
方
を

21

10

開
始
し
ま
し
た
。

○
効
果

　

医
療
法
に
定
め
る
薬
剤
師
の
標
準

数
を
充
た
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

院
外
処
方
の
導
入
に
よ
り
臨
時
薬

剤
助
手
の
人
件
費
を
削
減
し
ま
し
た
。

○
今
後
の
課
題

　

医
事
レ
セ
プ
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
へ

の
打
込
処
理
を
迅
速
に
し
、
病
院
で
の

処
方
箋
発
行
ま
で
の
待
ち
時
間
の
短

縮
に
努
め
ま
す
。

荊
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
国

　

保
病
院
へ
の
移
設

○
取
組
内
容

　

平
成　

年
４
月
に
瀬
棚
診
療
所
か

２１

ら
町
立
国
保
病
院
へ
移
設
し
ま
し
た
。

管
理
者
一
名
、
看
護
師
２
名
体
制

○
効
果

　

平
成　

年
度
事
業
収
益　

７
０
６

２０

万
５
，
０
０
０
円

○
今
後
の
課
題

　

医
師
の
判
断
に
基
づ
き
、
入
院
患
者

を
在
宅
療
養
に
切
り
替
え
、
訪
問
看
護

に
移
行
し
や
す
い
体
制
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

蛍
循
環
器
科
、
整
形
外
科
等
の
委

　

託
診
療
の
充
実

○
取
組
内
容

　

委
託
診
療
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

循
環
器
内
科
／
月
１
回

　

整
形
外
科
・
眼
科
／
月
２
回

　

婦
人
科
／
月
４
回

○
効
果

　

平
成　

年
度
診
療
報
酬　

３
，
６
１

２０

１
万
１
，
０
０
０
円

○
今
後
の
課
題

　

現
在
の
診
療
日
数
を
維
持
し
、
患
者

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
ま
す
。

経
営
の
効
率

経
営
の
効
率
化化

せたな町立国保病院改革プラン実施状況の公表



4広報せたな

２０年度
（実績）

１９年度
（実績）

１８年度
（実績）

97床99床99床病床数

45.1％44.9％48.9％病床利用率

16,233人16,274人17,686人入院患者数

27,894人27,339人27,326人外来患者数

44.5人44.5人48.5人1日平均入院患者数

114.3人112.0人112.0人1日平均外来患者数

95.4％95.4％92.8％経常収支比率

■病床数・患者数等の推移（歯科を除く）

平成２０年度
（決算）

平成１９年度
（決算）

平成１８年度
（決算）

198,480199,178162,680繰入金（交付税含む）

41,61240,5592,168上記のうち町一般財源分

■町一般会計からの繰入金の推移 単位：千円

地区別救急車での
搬入患者数

時間外患者数
町　外大成区瀬棚区北檜山区うち休日

(4.5%)
6人 

(20.5%)
27人 

(21.2%)
28人 

(53.8%)
71人 

132人 
 （72.3％）
732人 

1,013 人

■平成20年度　時間外救急患者数

　※平成20年度　救急車出動件数　439件（3区合計）

　※救急告知病院として、365日24時間受入れ体制を今後も維持します。　

説　　　　　明平成20実績
目標数値

（平成23年度末）
項目

（経常収益/経常費用）×100
　救急医療の確保、医療機器設置や整備点検保守
料等の不採算もあり、目標値に達していないが、医
師の確保により医業収益の増収に努める。

95.4%  100％以上 経常収支比率

（年延入院患者数/年延病床数）×100
　10：1の看護配置基準の場合、現看護師数34人中、
病棟配置23人では、入院患者を最高で一般32人療
養26人まで入院させられます。
　病床利用率を70％以上にするには、一般45床（13
床減）、療養37床（2床減）以下にする必要が生じる
が、病床数を15床減少させると交付金が20,910千円
減少となるため、今後の交付基準改正の動向を見
据えながら対応する。

一般48.9％  
療養39.3％  
全体45.1％  

70%以上 病床利用率

（医業収入/医業費用）×100
　常勤医師の定着により、医業収入の増収を図る。

77.9%  80%以上 医業収支比率

■財務内容改善に係る数値目標と実績

せたな町立国保病院改革プラン実施状況の公表
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臼
は
じ
め
に

　

せ
た
な
町
立
国
保
病
院
改
革
プ
ラ
ン

の
評
価
に
つ
い
て
は
、
昨
年　

月　

日
に

１２

２１

評
価
項
目
等
の
説
明
を
受
け
、
そ
れ
ら
内

容
の
審
議
を
行
い
、
去
る
１
月　

日
に
本

１３

審
議
会
と
し
て
の
評
価
の
取
り
ま
と
め

を
行
っ
た
。

　

評
価
に
あ
た
っ
て
は
、
せ
た
な
町
に
お

け
る
医
療
の
特
性
と
し
て
、
２
次
医
療
及

び
３
次
医
療
保
健
機
関
へ
の
距
離
が
遠

く
、
か
つ
交
通
ア
ク
セ
ス
の
困
難
さ
か
ら

民
間
医
療
機
関
の
努
力
の
み
で
は
対
応

す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
不
採
算
地
域

に
お
け
る
医
療
機
関
と
し
て
行
政
が
責

任
を
持
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
解
決

し
得
な
い
こ
と
か
ら
、
平
成　

年
４
月
か

１９

ら
公
的
医
療
体
制
が
１
病
院
２
診
療
所

に
再
編
さ
れ
る
中
、
一
定
の
財
政
出
動
の

下
で
は
あ
る
が
、
病
院
事
業
の
一
体
的
・

効
率
的
な
運
営
と
改
善
に
取
り
組
ん
で

い
る
病
院
関
係
者
に
深
く
敬
意
を
表
す

る
も
の
で
あ
る
。

渦
経
営
の
効
率
化
に
つ
い
て
の
評
価

　

経
営
の
効
率
化
に
向
け
て
は
、
医
事
及

び
給
食
業
務
等
の
外
部
委
託
へ
の
移
行

が
広
範
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
昨
年　

月
１０

に
は
院
外
処
方
の
実
施
に
踏
み
切
る
な

ど
積
極
的
な
改
善
策
が
図
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
、
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　

病
院
運
営
の
要
で
あ
る
常
勤
医
師
の

確
保
に
つ
い
て
は
、
本
年
１
月
に
内
科
医

師
１
名
が
補
充
さ
れ
た
こ
と
は
関
係
者

の
努
力
を
多
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
当

直
業
務
等
の
負
担
軽
減
な
ど
診
療
全
体

の
安
定
・
信
頼
性
の
確
保
の
面
か
ら
常
勤

医
師
の
一
層
の
補
充
を
求
め
る
も
の
で

あ
る
。

　

次
に
事
業
形
態
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
前
記
の
と
お
り
平
成　

年
４
月
に
、

１９

せ
た
な
町
の
公
的
医
療
体
制
の
見
直
し

に
よ
り
病
院
・
診
療
所
の
再
編
統
合
が
行

わ
れ
、
１
病
院
２
診
療
所
（
無
床
）
に
転

換
さ
れ
、
入
院
機
能
の
充
実
と
救
急
体
制

の
強
化
が
図
ら
れ
た
が
、
ま
だ
十
分
に
そ

の
機
能
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い

難
い
状
況
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お

一
層
の
改
善
・
見
直
し
を
望
む
も
の
で
あ

る
。

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
措
置
に

つ
い
て
は
、
本
町
の
病
院
事
業
会
計
は
病

院
・
診
療
所
を
合
わ
せ
て
公
営
企
業
会
計

の
ル
ー
ル
に
則
り
一
体
的
な
財
務
適
用

を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
と
は
別
に
一
般

会
計
か
ら
病
院
事
業
会
計
に
診
療
所
分

を
含
ん
で
単
年
度
１
億
円
余
り
が
、
町
単

独
で
繰
り
入
れ
措
置
さ
れ
て
い
る
が
、
町

立
国
保
病
院
の
過
去
３
カ
年
の
累
積
欠

損
金
（
平
成　

年
度
末
）
は
１
億
５
，
４

２０

０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
病
院
・
診
療

所
に
対
す
る
繰
り
出
し
基
準
の
明
確
化

が
望
ま
れ
る
。

　

経
費
の
削
減
・
抑
制
対
策
に
つ
い
て

は
、
職
員
給
与
の
削
減
な
ど
医
業
費
用
の

見
直
し
を
行
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
診
療

報
酬
の
過
剰
な
抑
制
策
に
追
い
つ
か
な

い
状
況
に
あ
る
の
で
、
従
来
の
高
コ
ス
ト

体
質
を
意
識
的
に
改
め
、
一
層
の
業
務
効

率
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

　

収
入
増
加
・
確
保
対
策
に
つ
い
て
は
、

整
形
外
科
及
び
循
環
器
科
を
始
め
と
す

る
４
科
目
の
委
託
診
療
が
行
わ
れ
て
お

り
、
収
益
の
増
加
の
み
な
ら
ず
患
者
の
通

院
負
担
の
軽
減
に
大
き
く
寄
与
し
て
い

る
こ
と
か
ら
診
療
日
数
の
増
を
含
め
、
一

層
の
充
実
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

　

地
域
連
携
室
の
設
置
、
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
体
制
整
備
は
図
ら
れ
た
が
、
今
後
は

多
様
な
医
療
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
に
対

応
す
る
質
の
向
上
に
努
め
る
必
要
が
あ

る
。

嘘
財
務
内
容
改
善
に
係
る
数
値
に
つ
い

て
の
評
価

　

財
務
内
容
改
善
に
係
る
数
値
目
標
の

平
成　

年
度
実
績
に
つ
い
て
は
、
策
定
か

２０

ら
４
カ
月
と
い
う
短
い
設
定
期
間
で
あ

る
た
め
、
各
項
目
に
わ
た
っ
て
厳
し
い
数

値
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
が
、

そ
の
中
で
病
床
利
用
率
に
つ
い
て
は
、
現

行
の
交
付
税
制
度
が
許
可
病
床
数
に
基

づ
い
て
交
付
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て

お
り
、
今
後
は
交
付
基
準
の
改
正
な
ど
の

動
向
を
見
極
め
て
判
断
す
る
と
し
た
考

え
方
は
妥
当
な
も
の
と
思
慮
す
る
。

　

そ
の
他
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
設
定
期

間
を
考
慮
し
て
次
回
の
点
検
・
評
価
に
委

ね
る
こ
と
が
至
当
と
判
断
す
る
。

　

ま
た
、
救
急
搬
送
患
者
に
つ
い
て
は
、

時
間
外
受
入
患
者
数
が
年
間
１
，
０
０
０

人
を
超
え
て
お
り
、
救
急
車
で
の
搬
送
以

外
に
も
入
院
あ
る
い
は
転
送
に
結
び
つ

く
事
例
が
あ
り
、
町
民
が
最
も
不
安
に
感

じ
、
最
も
充
実
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
町
内
唯
一
の
救
急
告
知
指
定
病

院
と
し
て
の
使
命
・
役
割
を
果
た
す
た

め
、
財
政
出
動
を
含
め
て
一
層
の
救
急
体

制
の
確
立
を
望
む
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

不
要
不
急
の
コ
ン
ビ
ニ
受
診
を
抑
制
す

る
た
め
に
町
民
へ
の
啓
蒙
を
図
る
べ
き

で
あ
る
。

唄
総
合
的
な
所
見

　

現
在
の
医
療
資
源
・
医
療
機
能
に
見

合
っ
た
体
制
の
中
で
、
い
か
に
効
率
的
な

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
ハ
ー
ド
整
備

か
ら
在
宅
医
療
や
訪
問
看
護
の
充
実
な

ど
、
地
域
の
高
齢
化
に
即
し
た
医
療
体
制

の
確
立
の
ほ
か
、
単
に
診
療
機
能
だ
け
で

な
く
政
策
支
援
機
能
と
し
て
の
保
健
医

療
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、「
期
待
さ
れ
る
地
域

医
療
の
役
割
」
は
山
積
し
て
い
る
。

　

町
立
国
保
病
院
改
革
プ
ラ
ン
の
取
り

組
み
に
よ
り
、
総
じ
て
一
定
の
成
果
は
挙

げ
て
い
る
と
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
後
の
改
革
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、

病
院
・
診
療
所
間
や
職
員
・
職
種
間
で
考

え
の
乖
離
が
な
い
か
、
病
院
内
で
の
十
分

な
論
議
が
展
開
さ
れ
て
い
る
か
、
特
に
医

師
と
の
十
分
な
調
整
が
図
ら
れ
て
い
る

か
、
改
め
て
内
部
で
検
証
し
、
全
職
員
が

共
通
の
認
識
に
立
っ
て
病
院
改
革
に
邁

進
す
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

　

病
院
経
営
の
健
全
性
確
保
の
根
幹
は
、

医
療
体
制
の
整
備
、
特
に
医
師
が
確
保
で

き
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と

に
鑑
み
、
開
設
者
に
は
環
境
整
備
を
含
め

て
不
断
の
努
力
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、「
笑
顔
の
接
遇
」
こ
れ
こ
そ
が

医
療
改
革
の
第
一
歩
で
あ
る
こ
と
を
職

員
そ
れ
ぞ
れ
が
銘
記
さ
れ
る
よ
う
切
に

望
む
も
の
で
あ
る
。

～評価～せたな町医療等対策審議会

病
院
改
革
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
に
対
す
る

　

「
せ
た
な
町
医
療
等
対
策
審
議
会
」
の
評
価
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。
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■問い合わせ先／政策調整課まちづくり推進係〔担当／濱登・奥村〕　殺0137-84-5111

●一般行政部門
①実績との比較／△3人（H２０年４月１日職員数１6２人に対しH２１年４月１日実績では１５９人）

②目標値との比較／△２０人（目標値１79人に対し実績１５９人）目標値を上回っています。

■主な増減理由／職員の自己都合による退職や定年退職による減が要因となっています。

●特別行政部門（教育委員会、高等学校等）
①実績との比較／△1人（H２０年４月１日職員数３７人に対しH２１年４月１日実績では３６人）

②目標値との比較／△4人（目標値40人に対し実績36人）目標値を上回っています。

■主な増減理由／職員の自己都合による退職や勧奨退職による減が要因となっています。

定員適正化計画の進捗状定員適正化計画の進捗状況況

純減率純減数
平成22年4月1日
目標職員数

平成17年4月1日
職員数

△6.9%△23人308人331人

姿数値目標

計画期間：平成１７年９月１日～平成２２年４月１日

①前年との比較／△3人（H20年４月１日職員数284人に対しH21年４月１日実績281人）

②目標値との比較／△32人（目標値313人に対し実績281人）目標を上回っています。

増減の理由については以下に示します。

平成21年4月1日平成20年4月1日
職員数（Ａ）

区分
増減（Ｃ-Ａ）対前年増減（Ｃ-Ｂ）対目標実績（Ｃ）目標値（Ｂ）

△3人△20人159人179人162人一般行政部門

△1人△4人36人40人37人特別行政部門

1人△8人86人94人85人公営企業等会計部門

△3人△32人281人313人284人合計

姿進捗状況（実績）

増減理由
増減区分

（減員）（増員）

●行政職１名定年退職
●行政職１名退職●保健師１名退職
●人事異動に伴う減２名

●行政職１名採用
●人事異動に伴う増１名

△3一般行政部門

●行政職１名勧奨退職
●公務補１名退職●高校教員３名転出
●人事異動に伴う減１名

●高校教員３名採用
●人事異動に伴う増２名

△1特別行政部門

●行政職１名退職●看護師１名定年退職
●看護師１名退職●医療技師３名退職
●人事異動に伴う減４名

●行政職１名採用●看護師5名採用
●医療技師３名採用
●人事異動に伴う増２名

 1公営企業等会計部門

姿増減の理由（部門別）

●公営企業等会計部門（病院等）
①実績との比較／1人（H20年４月１日職員数85人に対しH21年４月１日実績では86人）

②目標値との比較／△8人（目標値９4人に対し実績86人）目標を上回っています。

■主な増減理由／業務内容の充実に伴う看護師等の増員及び自己都合による医療技師等の退職が要因 

　　　　　　　　となっています。

職
員
数
（
人
）

331 330
325

313

304 308

324

307

284

260

270

280

290

300

310

320

330

340

H17 H18 H19 H20 H21 H22

目標

実績

281

　公共サービスをより効率的、効果的に町民の皆さんに提供できるよう、行政組織・機構な
どの適時見直し等を策定した「定員適正化計画」の進捗状況をお知らせいたします。
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改　　　正現　　　行

特別分析一般分析特別分析一般分析

3,600円 2,800円 2,000円 1,800円 １検体料金

７００円 ５００円 ７００円 ５００円 
町内農業者
（組合員）負

担
内
訳

６５０円 ６５０円   ６５０円 ６５０円 ＪＡ助成

2,250円 1,650円 ６５０円 ６５０円 町 助 成

平成２２年４月から土壌診断料金が変わります平成２２年４月から土壌診断料金が変わります外外

■問い合わせ先／

　農業センター業務係

　　　　　　殺0137-85-1276

　本庁産業振興課農業振興係

　　　　　　殺0137-84-5111

　現在の土壌診断料金は、平成１２年から一般分析で１検体1,800円、特別分析で2,000円としてきま

したが、平成２１年度に分析機器を更新したことにより平成２２年４月から、料金体系を見直しするこ

とにしました。

　改正後の土壌診断料金は、下記のとおりです。

　なお、町内の農業者が農協を通じ行った土壌診断については、料金改正に伴う引き上げ分を町が

助成するため従来どおりとなります。

＊農協組合員でない町内農業者は、農協助成がないため一般分析で1,150円、特別分析で1,350円となり

ます。

応募資格：満２０歳以上で北海道内に居住の方

募集人員：８０人

活動内容：年２回のアンケートへの回答とモニター会議（年２回・依頼者のみ）への出席。

　　　　　回答者･出席者には謝金

委嘱期間：平成２２年６月１日から平成２３年３月３１日まで

申込締切：４月２日まで

応募方法：希望者はハガキ、FAX、メールのいずれかの方法で申込

　　　　　郵便番号、住所、氏名（フリガナ）、電話番号、年齢、性別、職業、メールアドレス

　　　　　（任意）、応募動機を記入し、表題に「モニター希望」と書いてください

あて先：　〒060-8795

　　　　　札幌市北区北８条西２丁目１－１北海道総合通信局電気通信事業課まで

■問い合わせ先／電気通信事業課（011-709-3956　平日のみ）

　　＊応募により収集された個人情報は、モニターの選考・活動のご連絡等、本モニター制度の

　　　運営にのみ利用させていただきます。

総務省　北海道総合通信局（http://www.soumu.go.jp/soutsu/hokkaido/）

総務省では「電気通信サービスモニター」を募集中です。
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●
北
檜
山
小
学
校　
　

人
41

　

木
村　

優
雅　

く
ん
（
洋
子
）

　

安
藤　

勇
翔　

く
ん
（
芳
春
）

　

佐
藤　

大
斗　

く
ん
（
広
人
）

　

河
野　

響
永　

く
ん
（
志
麻
）

　

大
津　

綾
也　

く
ん
（
由
香
）

　

小
山　

綸
斗　

く
ん
（
則
幸
）

　

天
満　

旭　
　

く
ん
（
尚
臣
）

　

山
下　

遥
音　

く
ん
（
晶
子
）

　

黒
澤　

祐
登　

く
ん
（
公
晴
）

　

吉
野　

龍
生　

く
ん
（
正
博
）

　

田
村　

涼
雅　

く
ん
（
高
一
郎

）

　

平
山　

幸
生　

く
ん
（
敦
樹
）

　

岩
坂　

銀
士　

く
ん
（
義
信
）

　

旭　
　

透
志　

く
ん
（
亮
）

　

斉
藤　

綺
世　

く
ん
（
哲
章
）

　

三
津
橋
瑞
生　

く
ん
（
一
男
）

　

清
水　

瑛
翔　

く
ん
（
英
行
）

　

横
道　

洸
祐　

く
ん
（
晴
男
）

　

三
上　

翔
音　

く
ん
（
静
香
）

　

大
口
翔
太
朗　

く
ん
（
義
盛
）

　

三
浦　

徳
斗　

く
ん
（
剛
大
）

　

浦
部　

創
造　

く
ん
（
み
む
ね

）

　

南
城　

俊
輔　

く
ん
（
隆
一
）

　

工
藤　

祥
吾　

く
ん
（
豊
）

　

吉
成　

亮
太　

く
ん
（
亨
）

　

大
森　

彩
音　

ち
ゃ
ん

（
英
樹
）

　

岩
崎　

汐
那　

ち
ゃ
ん

（
安
利
）

　

池
田　

魅
風　

ち
ゃ
ん

（
宗
弘
）

　

瀧
澤　

香
子　

ち
ゃ
ん

（
昌
彦
）

　

太
田　

涼
香　

ち
ゃ
ん

（
一
幸
）

　

金
谷　

奈
美　

ち
ゃ
ん

（
憲
和
）

　

楠
本　

愛
莉　

ち
ゃ
ん

（
芳
嗣
）

　

犬
飼
こ
よ
り　

ち
ゃ
ん

（
厚
史
）

　

山
崎　

鈴
奈　

ち
ゃ
ん

（
和
也
）

　

松
田　

香
奈　

ち
ゃ
ん

（
典
夫
）

　

能
戸　

朱
那　

ち
ゃ
ん

（
慶
太
）

　

板
谷　

桜
花　

ち
ゃ
ん

（
悟
）

　

山
崎　

佳
音　

ち
ゃ
ん

（
秀
志
郎

）

　

近
藤　

来
未　

ち
ゃ
ん

（
省
世
）

　

阪
井　

瞳
菜　

ち
ゃ
ん

（
世
紀
）

　

坂
上　

桜
愛　

ち
ゃ
ん

（
敬
洋
）

●
若
松
小
学
校　

2
人

　

馬
場　

絢
生　

く
ん
（
丈
宜
）

　

山
本　

雪
音　

ち
ゃ
ん

（
敏
幸
）

●
小
倉
山
小
学
校　

1
人

　

田
中　

公　
　

く
ん
（
信
）

●
太
櫓
小
学
校　

1
人

　

八
重
樫
由
太　

く
ん
（
稔
明
）

●
瀬
棚
小
学
校　
　

人
25

　

新
保　

洵
季　

く
ん
（
法
男
）

　

石
立　

遥
人　

く
ん
（
浩
二
）

　

國
井　

丈
生　

く
ん
（
初
士
）

　

安
藤　

智
哉　

く
ん
（
健
次
）

　

加
藤　

海
音　

く
ん
（
敦
）

　

尾
野　

栞
太　

く
ん
（
真
也
）

　

結
城　

歩
夢　

く
ん
（
剛
）

　

菅
原　

侑
晋　

く
ん
（
顕
三
）

　

大
辻　

紘
夢　

く
ん
（
直
紀
）

　

板
東　

聖
流　

く
ん
（
百
合
子

）

　

村
本
健
太
郎　

く
ん
（
達
也
）

　

濱
口　

悠
陽　

く
ん
（
喜
秋
）

　

神
田
く
ら
ら　

ち
ゃ
ん

（
昌
）

　

須
藤
明
日
香　

ち
ゃ
ん

（
正
弘
）

　

丸
山　

依
月　

ち
ゃ
ん

（
明
）

　

手
塚　

陽
楠　

ち
ゃ
ん

（
誠
二
）

　

大
堀　

杏
奈　

ち
ゃ
ん

（
芳
樹
）

　

加
賀
谷
瑠
依　

ち
ゃ
ん

（
幸
治
）

　

髙
島　

凪
都　

ち
ゃ
ん

（
英
智
）

　

齊
藤　

凜
華　

ち
ゃ
ん

（
直
人
）

　

藤
森　

心
愛　

ち
ゃ
ん

（
一
幸
）

　

村
本　

綾
菜　

ち
ゃ
ん

（
達
也
）

　

髙
島　

望
愛　

ち
ゃ
ん

（
憲
幸
）

　

佐
藤　

萌
衣　

ち
ゃ
ん

（
隆
行
）

　

小
池
笑
里
香　

ち
ゃ
ん

（
幸
則
）

●
馬
場
川
小
学
校　

1
人

　

森
垣　

集　
　

く
ん
（
聡
）

●
島
歌
小
学
校　

２
人

　

村
田
笙
太
朗　

く
ん
（
法
史
）

　

三
浦　

隼
平　

く
ん
（
克
之
）

●
久
遠
小
学
校　

8
人

　

木
村　

明
渡　

く
ん
（
昭
仁
）

　

田
原　

全
将　

く
ん
（
悌
二
）

　

鈴
木　

魁　
　

く
ん
（
豪
）

　

山
口　

陸
翔　

く
ん
（
嘉
樹
）

　

辻　
　

恋
春　

ち
ゃ
ん

（
純
人
）

　

清
水　

咲
希　

ち
ゃ
ん

（
孝
寿
）

　

西
村　

百
華　

ち
ゃ
ん

（
竜
太
）

　

三
上　

羽
未　

ち
ゃ
ん

（
瑠
美
子

）

●
平
田
内
小
学
校　

2
人

　

田
中　

真
稀　

ち
ゃ
ん

（
康
雄
）

　

田
中　

千
裕　

ち
ゃ
ん

（
康
雄
）

●
長
磯
小
学
校　

2
人

　

金
子　

和
樹　

く
ん
（
由
美
）

　

有
田　

遥
陽　

ち
ゃ
ん

（
香
織
）

も
う
す
ぐ
１
年

も
う
す
ぐ
１
年
生生

こ
の
春

人
が
小
学
校
に
入
学
し
ま

こ
の
春　

人
が
小
学
校
に
入
学
し
ま
すす

8585

今
年
の
４
月
に
町
内
の
小

　

今
年
の
４
月
に
町
内
の
小
学学

校
に
入
学
す
る
新
１
年
生
は

校
に
入
学
す
る
新
１
年
生
は
、、

平
成

年
４
月
２
日
か
ら
平

平
成　

年
４
月
２
日
か
ら
平
成成

1515
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れれ

1616た
次
の

人
で
す

た
次
の　

人
で
す
。。

8585

（

）
内
は
保
護
者
名
で
す

　

（　

）
内
は
保
護
者
名
で
す
。。

転
入
し
て
こ
ら
れ
た
方
な

　

転
入
し
て
こ
ら
れ
た
方
な
どど

で
名
簿
に
載
っ
て
い
な
い
方
や

で
名
簿
に
載
っ
て
い
な
い
方
や
、、

住
所
が
変
わ
っ
て
い
る
方
は

住
所
が
変
わ
っ
て
い
る
方
は
、、

町
教
育
委
員
会
に
ご
連
絡
く

町
教
育
委
員
会
に
ご
連
絡
く
だだ

さ
い
さ
い
。。

■
教
育
委
員
会
企
画
総
務

■
教
育
委
員
会
企
画
総
務
課課

〔
担
当
／
谷
川
・
小
林
・
三
浦

　

〔
担
当
／
谷
川
・
小
林
・
三
浦
〕〕

　

殺殺
０
１
３

０
１
３
７７
・・

８８
４４
・・

５
１
１

５
１
１
１１
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全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

９
位
入
賞 白

倉 
千
都
枝 
さ
ん

◎
し
ら
く
ら
・
ち
づ
え　

北
檜
山
中
学
校
３
年

　

岩
手
県
で
開
催
さ
れ
た
「
全
国

中
学
校
ス
キ
ー
大
会
」
ア
ル
ペ
ン
・

女
子
回
転
で
、
９
位
入
賞
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

一
本
目
で
上
位
に
つ
け
た
二
本

目
、
コ
ー
チ
か
ら
「
攻
め
て
こ
い
」

と
送
り
だ
さ
れ
、
自
分
自
身
「　

点
８０

か
ら　

点
の
出
来
」
と
い
う
会
心

９０

の
滑
り
で
見
事
入
賞
を
つ
か
み
取

り
ま
し
た
。
出
場
し
た
北
海
道
勢

の
中
で
も
２
位
と
い
う
素
晴
ら
し

い
成
績
で
し
た
が
、「
北
海
道
２
位

と
い
う
こ
と
よ
り
年
下
に
負
け
た

こ
と
が
悔
し
い
」
と
い
う
千
都
枝

さ
ん
。
３
月
に
は
山
形
で
行
わ
れ

る
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も

出
場
。「
６
位
入
賞
を
目
指
し
て

頑
張
り
ま
す
」
と
力
強
く
答
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

４
月
に
は
高
校
へ
進
学
。
高
校

で
は
「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
良
い
成

績
を
残
す
」、「
上
級
生
に
対
し
て

も
勝
て
る
よ
う
に
強
い
気
持
ち
を

も
っ
て
頑
張
る
」
と
い
う
目
標
を

持
っ
て
頑
張
り
た
い
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

chase
a
dream

ヘルシー料理教室開催のお知らヘルシー料理教室開催のお知らせせ
バランスよく食べて健康な体を目指しましょう外

　血液中のコレステロールや中性脂肪の異常を示す「脂質異常症（高脂血症）」は動脈硬化

を進行させ脳梗塞、心筋梗塞など危険な病気の原因のひとつとなっています。

　教室では脂質異常症などの予防・改善を目的とした講話と調理実習を行います。

日　時：平成２２年３月１７日(水)

　　　１０時３０分から１３時頃（予定）

場　所：瀬棚保健センター（瀬棚区）

内　容：講話と調理実習

　　　　　調理メニュー

　　　　　・魚介類のパエリア

　　　　　・雑穀スープ

　　　　　・大根とグレープフルーツのサラダ

　　　　　・いちごの豆乳寒

材料代：４００円（調理実習材料代）

定　員：１２人

持ち物：エプロン

　　　　頭を覆うハンカチ等

その他：試食を１２時３０分頃予定しています

お
申
し
込
み
は3

月
８
日
（
月
）

ま
で外

　■申し込み・問い合わせ
　　北檜山区：せたな町健康センター内　保健推進係　℡0137-84-5984
　　瀬棚区：　瀬棚保健センター内　保健師　℡0137-87-3990
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長
万
部
町                                      

～
長
万
部
町
ポ
イ
ン
ト
ガ
イ
ド
～

●
学
習
文
化
セ
ン
タ
ー
●

５
万
７
千
冊
の
書
籍
類
、
５
０
０
枚
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等

を
豊
富
に
揃
え
た
図
書
館
や
Ａ
Ｖ
室
、
最
新
設
備

を
誇
る
多
目
的
ホ
ー
ル
を
備
え
て
い
ま
す
。 

図

書
館
は
、
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。
●
場
所
／ 
長
万
部
4
1
1
の
2
1

6
（
セ
ン
タ
ー
通
り
）
●
時
間
／
午
前　

時
～
午

10

後
６
時
＊
夜
間
特
別
開
館
／
毎
週
木
曜
日
午
後
９

時
ま
で
●
休
館
日
／
月
曜
日
、
年
末
年
始
●
問
い

合
わ
せ
先
／
学
習
文
化
セ
ン
タ
ー
℡
0
1
3
7

7
・
2
・
5
7
5
7

八
雲
町                                         

温
泉
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
催
中
！

八
雲
の
温
泉
再
発
見

参
加
ホ
テ
ル
・
旅
館
で
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
く
だ

さ
い
。
ス
タ
ン
プ
１
個
で
も
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
八
雲

の
食
事
代
や
当
該
施
設
で
の
食
事
代
、
オ
ー
ト
リ

ゾ
ー
ト
八
雲
の
入
場
料
な
ど
が　

％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
に
！

１０

さ
ら
に
、
ス
タ
ン
プ
が
６
個
た
ま
る
と
①
参
加
店

１
施
設
の
入
浴
料
が
無
料
！
②
８
月
に
は
、
抽
選

で
参
加
店
の
１
泊
２
食
付
無
料
ペ
ア
宿
泊
券
や

ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
八
雲
の
お
食
事
券
、
フ
ァ
ー
ム

ネ
ッ
ト
や
く
も
の
農
畜
産
物
な
ど
の
豪
華
賞
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
！
●
参
加
施
設
／
温
泉
ホ
テ
ル
八
雲

遊
楽
亭
、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
温
泉
ホ
テ
ル
清
瀧
園
、

温
泉
旅
館
銀
婚
湯
、
桜
野
温
泉
熊
嶺
荘
、
八
雲
温

泉
お
ぼ
こ
荘
、
山
峡
の
湯
の
宿
見
市
温
泉
、
温
泉

ホ
テ
ル
八
雲
遊
楽
亭
熊
石
ひ
ら
た
な
い
荘
●
問
い

合
わ
せ
先
／
八
雲
温
泉
振
興
協
議
会
・
役
場
商
工

観
光
労
政
課
内
℡
0
1
3
7
・
6
2
・
2
1
1
1

八
雲
町
熊
石
地
域　
                         

試
し
て
み
て
！
熊
石
海
洋
深
層
水

海
洋
深
層
水
の
分
水
は
、
熊
石
漁
港
内
の
熊
石
海

洋
深
層
水
総
合
交
流
施
設
で
行
い
、
ポ
リ
タ
ン
ク

や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
へ
の
小
口
分
水
と
車
両
に

積
載
さ
れ
た
大
型
タ
ン
ク
へ
の
大
口
分
水
の
２
種

類
の
分
水
施
設
が
あ
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
効
果

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

お
試
し
く
だ
さ
い
。
●
町
外
利
用
者
／
小
口
分

水
、
一
般
用
（　

㍑
）
1
0
0
円　

業
務
用
（
１

20

逢
）
6
0
0
円
、  
大
口
分
水
／
一
般
用
（
１
逢
）

6
0
0
円
、
業
務
用
（
１
逢
）
6
0
0
円
●
分
水

時
間
／
平
日
の
午
前
9
時
～
午
後
5
時
（　

月
～

12

3
月
・
年
末
年
始
は
分
水
で
き
ま
せ
ん
）
●
問
い

合
わ
せ
先
／
熊
石
海
洋
深
層
水
総
合
交
流
施
設

（
℡
0
1
3
9
8
・
2
・
2
3
0
0
）

今
金
町                                         

今
金
（
純
米
吟
醸
酒
）・

万
太
郎
（
特
別
本
醸
造
酒
）

米
処
、
今
金
生
ま
れ
の
酒
造
好
適
米
「
吟
風
」
を

精
米
歩
合
５
５
％
ま
で
研
磨
し
、
原
料
水
は
「
後
志

利
別
川
」
の
伏
流
水
を
仕
込
み
水
と
し
て
使
用
し
、

蔵
元
は
倶
知
安
町
の
「
二
世
古
酒
造
」
で
熟
練
の

杜
氏
の
技
に
よ
り
、
最
上
級
の
酵
母
で
、
寒
中

ゆ
っ
く
り
醸
造
し
た
こ
だ
わ
り
の
一
品
で
す
。
芳

醇
な
香
り
と
酒
の
旨
味
が
お
口
の
中
に
広
が
る
今

金
の
地
酒
を
一
度
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。
●

価
格
／
・
純
米
吟
醸
酒
「
今
金
」
7
2
0
悪 
１
，

６
５
０
円
／
1
.
8
渥
２
，
６
５
０
円
・
特
別
本
醸

造
酒
「
万
太
郎
」
7
2
0
悪 
1
，
3
5
0
円
／
1

.
8
渥
２
，
３
５
０
円
・
特
別
本
醸
造
酒
「
今
金

彗
星　

度
※
酒
造
好
適
米
彗
星
使
用
」
7
2
0
悪 

16

１
，
３
４
２
円
／
1
.
8
渥
２
，
３
１
１
円
●
販

売
先
／
今
金
町
内
の
各
酒
販
店
●
問
い
合
わ
せ
先

／
今
金
地
酒
の
会
（
今
金
観
光
協
会
内
）
℡
0
1

3
7
・
8
2
・
3
5
6
1

せ
た
な
町
北
檜
山
区                  　
   

地
酒
『
よ
し
こ
』
好
評
発
売
中
！

北
檜
山
産
の
き
ら
ら
3
9
7
を
1
0
0
%
使
用
。

芳
醇
で
辛
口
の
味
わ
い
は
新
鮮
な
魚
介
や
鍋
物
に

ピ
ッ
タ
リ
！
ぜ
ひ
、
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。
●
価
格

／
原
酒 
7
2
0
悪
1
，
5
0
0
円
、
特
別
純
米
酒 

7
2
0
悪
1
，
5
0
0
円
、
一
升
瓶
2
，
9
8
0

円
，
生
詰 
7
2
0
悪
1
，
5
0
0
円
●
販
売
先
／

温
泉
ホ
テ
ル
き
た
ひ
や
ま
、
町
内
各
酒
販
店
●
問

い
合
わ
せ
先
／
温
泉
ホ
テ
ル
き
た
ひ
や
ま
℡
0
1

3
7
・
8
4
・
4
1
2
0

せ
た
な
町
瀬
棚
区                            

公
営
温
泉
浴
場
「
や
す
ら
ぎ
館
」

弱
ア
ル
カ
リ
性
温
泉
で
、
冷
え
性
、
神
経
痛
、
火
傷

な
ど
に
効
き
目
が
あ
り
ま
す
。
美
肌
効
果
が
あ
る

成
分
も
含
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
●
場
所
／
瀬

棚
区
本
町
（
旧
国
鉄
瀬
棚
駅
跡
地
）
●
営
業
時
間

／
午
前　

時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
※
毎
月
第
１
・

１０

３
月
曜
日
定
休
●
入
浴
料
／
大
人
3
5
0
円
、
中

人
1
4
0
円
、
小
人
7
0
円
●
問
い
合
わ
せ
先
／

や
す
ら
ぎ
館
℡
0
1
3
7
・
8
7
・
3
8
4
1

せ
た
な
町
大
成
区                            

国
民
宿
舎
『
あ
わ
び
山
荘
』

貝
取
澗
渓
谷
の
雄
大
な
自
然
に
ひ
っ
そ
り
と
抱
か

れ
て
い
る
「
あ
わ
び
山
荘
」
４
月　

日
ま
で
湯
治

２０

特
別
割
引
プ
ラ
ン
・
せ
た
な
町
民
宿
泊
還
元
プ
ラ

ン
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
●
場
所
／
せ
た
な
町
大
成
区
貝
取
澗
●
宿

泊
料
／
大
人
７
，
６
０
０
円
、
小
学
生
６
．
０
６

０
円
、
幼
児
１
，
４
６
０
円
（
寝
具
の
ご
利
用
の

み
）
●
問
い
合
わ
せ
先
／
国
民
宿
舎
あ
わ
び
山
荘

℡
0
1
3
9
8
・
4
・
5
5
2
2

　皆さん、こんにちは概私はチノウ・グリーンです。せたな町の新しい外国語指導助手です。私はカリ

フォルニア州の出身です。

　私のふるさとはバークレー市です。バークレー市はサンフランシスコ市から２０分くらいのところに

あります。そしてバークレー市にユニバーシティ・オブ・カリフォルニア・バークレー（大学）があり

ます。この大学で私は政治学とアメリカ学を勉強しました。日本語と日本文化も勉強しました。

　お母さんが日本に興味があったので私も日本に興味を持ちました。中学と高校の時、お母さんと一緒

に日本に来たけれど、日本語と日本文化についてあまり知りませんでした。

　だから大学で日本語と日本文化を勉強して、日本をもう一度経験したかったです。

　２月４日にせたなに来て雪がちょっと降りすぎたから、せたなをまだあまり見て回れませんでした。

でも、せたなは綺麗で皆さん優しそうな所だと思います。せたなと北海道は初めてだからは、いろんな

経験を楽しみにしています。皆さん、よろしくお願いします概

From Chino to you ～チノウから皆さんへ～

アメリカから来ました
皆さんどうぞよろしくお願いします鎧

新しい外国語指導助手をご紹介します

チノウ・グリーン  さん

コリドール交流情報コリドール交流情報館館
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっってててててててててててててててててててててててててててててみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみってみよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよううううううううううううううううううううううううううううう！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！う！とととととととととととととととととととととととととととととなななななななななななななななななななななななななななななりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりとなりままままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ち～
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ＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴ
ｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏ
ｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐ
ｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉ
ｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃ

Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
ｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓ

　２月８日（月）若松小学校で「冬の森の観察
会（動物の痕跡をたずねて）」と題して出前教室
が行われました。
　NPO法人EnVisionの職員を講師に迎え、山に
住む動物の足跡等やフンを見つけてその動物が
何かを勉強したり、山の中でかくれんぼをし
て、動物の気持ちや生態を直に学ぶことができ
ました。
　かくれんぼでは児童11名の内、3名がキツネ
（鬼）役、白いシーツをもった残り8名の児童が
ウサギ役になり雪山の中に隠れました。
　子ども達は、楽しい遊びの中で、ウサギは冬
になると毛が白くなって外敵から見つかりにく
くなることなどを学びました。

「冬の森の観察会「冬の森の観察会」」
出前教室in若松小学　　出前教室in若松小学校校

　２月１２日（金）町民体育館でせたな町民ゲー
トボール大会が開催されました。
　今回のこの大会は、「北檜山ゲートボール愛
好会」会員の中野栄次郎さんの白寿（９９歳）を
お祝いした記念大会も兼ねており、競技の前に
は、ゲートボール協会より中野さんにお祝いの
品が贈られました。
　あちらこちらで、お互いのプレーを称える歓
声があがり、皆さん楽しい時間を過されていま
した。

町民ゲートボール大町民ゲートボール大会会

　１月２３日（土）女性ふれあいセンター（北檜

山区）において、「女性ふれあい消費者交流会」

が開かれました。

　これは「めんこい豆クラブ」「ふぁーみんぐ

COWSUN'S」など８団体でつくる「北檜山区女性

ふれあいグループ連絡協議会」主催によるもの

で、当日は一般の消費者も含み７０名もの参加がありました。

　会場内の各テーブルには、地元農畜産物を使った手作り料理が並

び、、「美味しい」という声があちらこちらから聞こえていました。

「地元の美味しさ「地元の美味しさ」」
味わってみませんか　   味わってみませんか？？
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Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ
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　1月31日（日）、2010 SETANA-CUP雪合戦大会（実行委員会主催）が北

檜山スポーツ公園で開催されました。第22回昭和新山国際雪合戦の渡島

檜山予選会も兼ねた公式な大会で、地元のほか函館、八雲、上ノ国から8

チームが出場。今年は初めて「小学生の部」も開催され、町内の小学生

３チームが出場し大人顔負けの熱戦を繰り広げてくれました。

　「一般の部」上位3チームが2月27～28日開催の胆振管内壮瞥町で開かれ

る本大会に出場することになりました。

（一般の部）●優勝／せたな町役場ＳＦＣ●準優勝／小崎食料品店運動部

　　　　     ●第3位／せたなレスキュー

（小学生の部）●優勝／北檜山ラウドネス●準優勝／北檜山サッカー少年団

　　　　     ●第3位／チーム太櫓

2010SETANA-CUP雪合戦大会開2010  SETANA-CUP雪合戦大会開催催

　交通安全指導員、曽野紀明さん（北檜山区丹
羽）、藤澤　明さん（北檜山区太櫓）、能戸　博
さん（瀬棚区本町）が「北海道交通安全推進委
員会会長表彰」を受賞され、2月17日（水）せ
たな町役場において、高橋貞光町長より伝達さ
れました。
　受賞された皆さんは、平成16年より5年間、
交通安全指導員として地域住民の交通事故防止
と交通安全意識の高揚に多大に寄与され、現在
も活躍中です。

北海道交通安北海道交通安全全
推進委員会会長表彰受   推進委員会会長表彰受賞賞

　能戸　博さん　  藤澤　明さん　曽野紀明さん

　２月１日（月）北檜山区新成地区で、１年間

の豊漁と海上安全を祈願して「初午大漁祈願祭」

が行われました。

　この「初午（はつうま）」は、天保年間の１８１０

年頃から始まったもので、「おしとぎ」と呼ばれ

る白い汁を顔に塗るのが伝統となっています。

　当日は、約40人もの参加があり、心づくしの

お料理で祝宴が始まり「おしとぎ」を顔に塗ら

れると、お互いの白くなった顔を見合わせて大

笑い。会場は最後まで笑いでいっぱいでした。

初午大漁祈願初午大漁祈願祭祭
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文
字
離
れ
、
活
字
離
れ
が
危
倶
さ

れ
る
昨
今
、
国
、
地
方
を
挙
げ
て
「
読

書
推
進
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
種
々
の

啓
発
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
常
、
身
の
回
り
に
は
膨
大
な
情

報
が
満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
が
、
じ
っ

く
り
と
「
本
」
に
親
し
む
こ
と
が
少
な

い
よ
う
で
、
テ
レ
ビ
を
は
じ
め
パ
ソ

コ
ン
、
携
帯
電
話
等
の
便
利
な
機
器

に
依
拠
し
て
い
る
生
活
が
当
た
り
前

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

読
書
は
、
文
字
を
見
て
、
意
味
を
認

知
し
、
描
か
れ
て
い
る
情
景
や
感
情

の
機
微
、
自
分
の
過
去
と
ダ
ブ
ら
せ

て
想
起
す
る
な
ど
、
脳
の
機
能
を
駆

使
す
る
高
度
な
行
為
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
児
期
に
本
と
出
会
い
、
親

し
ん
だ
経
験
を
持
つ
子
は
、
小
学
校

入
学
時
の
学
力
全
体
が
高
い
と
い
う

調
査
結
果
や
高
齢
者
が
読
書
を
継
続

す
る
こ
と
で
脳
機
能
の
低
下
予
防
に

繋
が
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
本
や
雑
誌
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
購
入
し
、
専
用

端
末
で
読
む
「
電
子
書
籍
」
が
世
界
的

に
広
が
り
、
安
価
で
あ
る
こ
と
か
ら

新
聞
記
事
も
講
読
で
き
る
時
代
の
よ

う
で
す
。

　

ま
た
、
近
年
は
大
型
書
店
の
進
出

や
コ
ン
ビ
ニ
で
も
書
籍
を
購
入
で
き

る
こ
と
か
ら
「
町
の
本
屋
さ
ん
」
も
激

減
し
、
地
方
の
商
店
街
の
衰
退
化
と

相
ま
っ
て
寂
し
い
気
が
し
ま
す
。

　

「
人
と
英
知
」
を
生
み
育
て
る
こ
と

を
掲
げ
る
新
政
権
で
す
が
今
後
の
文

教
政
策
を
如
何
に
展
開
す
る
の
か
注

視
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
図
書
館
な

ど
ハ
ー
ド
面
で
の
整
備
は
も
と
よ
り

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の
多
く
が
本

に
親
し
み
、
心
の
豊
か
さ
や
潤
い
の

あ
る
文
化
的
に
ゆ
と
り
あ
る
家
庭
、

地
域
社
会
を
象
り
た
い
も
の
で
す
。

ニセコ・スキーバスツアーの開催について

○開催日程／平成２２年３月７日（日）
○目的地／　ニセコグランヒラフスキー場
○参加対象／小学生以上
　　　　　（小学生のみの参加は認めません）

第４回せたな町子連子どもかるた大会
　平成２２年１月１０日（日）、せたな町民体育館において「第

４回せたな町子連子どもかるた大会」が開催され、ジュニア

の部８チーム、小学生の部１２チーム、中学生の部８チーム、

合計２８チーム９２名が参加しました。

　大会は、突き手、中堅、守り手の３人１組で行われ、出

場選手のみなさんは、日頃の練習の成果を思う存分発揮し、

熱戦を繰り広げました。 

「子どもかるた大会」開催

第３１回檜山子連子どもかるた大会
　１月１７日（日）せたな町民体育館で「第３１回檜山子連子

どもかるた大会」が開催され、ジュニアの部１１チーム、小

学生の部１９チーム、中学生の部１６チーム、全４６チーム１７７名

が参加した中で、せたな町から出場したチームは全部門に

おいて好成績を修めました。

　ジュニアの部においては、３連覇を果たし、小学生・中

学生の各部門においては、２月２８日に定山渓で開催される

全道大会に出場することとなりました。

第４位第３位準優勝優勝

東部Ｃ子ども会東部Ｂ子ども会丹羽子ども会緑町子ども会ジュニアの部

大里Ａ子ども会丹羽子ども会寿町子ども会元町子ども会小学生の部

シバちゃんチーム
（島歌・虻羅子ども会）

シマちゃんチーム
（島歌・虻羅子ども会）

丹羽子ども会緑町子ども会中学生の部

＊ジュニアの部上位２チー
ム、小学生の部、中学生の部
いずれの上位４チームは、１
月１７日（日）せたな町で開催
された「檜山子連子どもかる
た大会」に出場しました。

第３位準優勝優勝

あっさぶＡあっさぶＢせたな町Ａ（緑町子ども会）ジュニアの部

あっさぶＤせたな町Ａ（元町子ども会）今金町Ａ小学生の部

せたな町Ｂ（丹羽子ども会）水堀子ども会Ａ今金町中学生の部

○参加料／会員　3,000円
　　　　　一般　4,000円

■問い合わせ・申込先／くすもとスポーツ緯８４－５３４７
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生・涯・学・習 

スキー、スノーボードは上手になったかな？　
　第1回目1月17日(日)、第２回目1月31日(日)、ピリカス

キー場を会場に瀬棚区移動スキー教室が開催されました。

　このスキー教室は講師にＳＡＪ公認ピリカスキー学校の

指導員をお願いし、幼児から一般の参加者は各自のレベル

に分かれながらスキーやスノーボードの技術を教わりまし

た。参加者は、熱心に指導員の話を聞きながら技術向上に

励んでいました。

瀬棚区移動スキー教室

　１月３０日、今年で２０回目を向かえることとなりました、

せたな町体育協会大成支部主催の「大成スキー大会」が開

催されました。

　大会前は、雪不足でコース状態が悪く心配でしたが、前

日、大成スキー協会員の熱心なコース作りのお陰で無事に

開催することができました。

　当日は、幼児から一般まで５５名がエントリーし、日々の

練習の成果が試された大会となりました。

　一般の部では、ガチャピンやおさるさんなどに仮装し、

大会を大いに盛り上げていました。

第２０回記念 大成スキー大会

第３位第２位第１位幼児部門

やまぐちせいごふかやまねねひらさわまちこ幼児（直滑降）

すずき　かいふじや　りんこにしむらももか幼児（大回転）

第３位第２位第1位大回転部門

杉村　瑚都平澤いちこ沖崎　優衣女子
小学校低学年

櫛引　　渉藤谷　雄丞平澤　太一男子

横田ひかり佐野　涼花上野　有紗女子
小学校中学年

笹谷　直哉平澤　由揮平澤　亮斗男子

越前　　陸上野　拓海手塚　大樹男子小学校高学年

―平澤　美優横田あかり女子
中学生・高校生

―杉村　崇斗久慈　　遼男子

中里まり子藤谷　久子北川　文子女子
一　般

三浦　安則横田　　聡志和　勝美男子

　１月３０日（土）北檜山スポーツ公園テニスコートにおい

て、雪合戦体験が行われました。

　当日は、天気も良く、参加した３７名の小学生は雪合戦協

会員の指導のもと、基本的なルールや動き方を学び、４グ

ループに分かれて実際に試合を行いました。

　試合は、みんな真剣になり白熱した戦いが繰り広げられ

ましたが、珍プレーや好プレーが続出するなど会場内はみ

んな笑顔で楽しい一日となりました。

　最後に、丹羽女性会に調理していただいた豚汁を参加者

全員でおいしく頂きました。

雪合戦体験 ～せたなっ子を育てる健全育成事業～
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ご
利
用
く
だ
さ
い　
　
　
        

北
檜
山
職
業
相
談
室
で

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

雇
用
保
険
受
給
手
続
か
ら
認

定
・
給
付
ま
で
、
ご
本
人
の
申
し

出
に
よ
り
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
雲

で
受
付
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
函
館
・
北
檜

山
職
業
相
談
室
へ
の
１
月
の
職

員
派
遣
日
は
次
の
と
お
り
で

す
。
大
成
区
の
方
の
管
轄
は
江

差
出
張
所
で
す
。

●
派
遣
日
時

・
３
月　

日
昌　

時
～　

時

１７

１３

１７

・
３
月　

日
昭
9
時
～　

時

１８

１２

問
合
せ　

北
檜
山
職
業
相
談
室

　

殺
0
1
3
7
・
8
4
・
5
7
2
4

問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
雲

　

殺
0
1
3
7
・
6
2
・
2
5
0
9

問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
江
差

　

殺
0
1
3
9
・
5
2
・
0
1
7
8

ご
利
用
く
だ
さ
い　
  　
         

精
神
保
健
相
談
（
心
の
健
康

相
談
）
の
実
施
に
つ
い
て

　

八
雲
保
健
所
で
は
、
精
神
保

健
及
び
同
障
が
い
者
福
祉
に
関

す
る
相
談
を
実
施
し
ま
す
。（
予

約
制
）

●
日
時
／
３
月　

日
昭

１１

　

午
後
１
時　

分
～
３
時

３０

●
場
所
／
八
雲
保
健
所
今
金
支
所

●
相
談
員
／
精
神
科
医
師
又
は

心
理
相
談
員

問
合
せ　

八
雲
保
健
所
健
康
推
進
課

　

殺
0
1
3
7
・
6
3
・
2
1
6
8

ご
利
用
く
だ
さ
い　
　
　
        

特
設
人
権
困
り
ご
と　

心
配
ご
と
相
談
所
開
設

　

児
童
・
生
徒
の
い
じ
め
、
体

罰
、
家
庭
内
の
い
ざ
こ
ざ
、
借

地
借
家
、
不
動
産
、
登
記
、
筆

界
特
定
、
相
隣
関
係
等
、
身
近

な
人
権
・
法
律
問
題
等
心
配
ご

と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
ど
な
た
で
も
ご

自
由
に
相
談
で
き
ま
す
。（
相

談
無
料
、
秘
密
厳
守
）

●
日
時
・
場
所

・
3
月
5
日
晶
午
後
１
時
～
３
時

　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
（
北
檜
山
区
）

●
相
談
員
／
人
権
擁
護
委
員

問
合
せ　

役
場
総
務
課
総
務
係

　

殺
0
1
3
7
・
8
4
・
5
1
1
1

季
節
労
働
者
の
皆
さ
ま
へ        

「
雇
用
相
談
窓
口
」
を

　
　
　
　

開
設
し
ま
す

　

渡
島
檜
山
北
部
通
年
雇
用
促

進
支
援
協
議
会
で
は
、
季
節
労

働
者
の
通
年
雇
用
を
促
進
す
る

た
め
、
季
節
労
働
者
皆
様
の
職

業
相
談
、
各
種
助
成
制
度
・
融

資 
制
度
等
の
案
内
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
全
国
の
求
人
情

報
の
提
供
、
季
節
労
働
者
の
協

議
会
登
録
な
ど
を
行
う
「
雇
用

相
談
窓
口
」
を
開
設
い
た
し
ま

す
。

 
●
日
時
／
３
月
９
日
峨

　
 
午
前　

時
～
午
後
３
時

１０

●
場
所
／
せ
た
な
町
役
場
産
業

振
興
課

 
※
上
記
日
時
以
外
で
も
、
事
前

に
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
随

時
実
施
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ　

渡
島
檜
山
北
部
通
年
雇

用
促
進
支
援
協
議
会     　
　
　

　

殺
０
１
３
７
・
６
４
・
３
３
５
５

問
合
せ　

役
場
産
業
振
興
課

　

殺
０
１
３
７
・
８
４
・
５
１
１
１

お
申
込
み
く
だ
さ
い　
          

建
災
防
江
差
分
会
に
よ

る
講
習
会
の
開
催

　

建
災
防
江
差
分
会
で
は
、
有

資
格
者
の
充
足
を
図
る
た
め
、

次
の
と
お
り
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
会
場
は
い
ず
れ
も
檜
山

建
設
会
館
（
江
差
町
字
円
山
）、

申
込
み
期
限
は
３
月　

日
ま
で

２６

ま
で
。

●
足
場
の
組
立
等
作
業
主
任
者

能
力
向
上
（
定
期
）
教
育
（
再

教
育
）

・
日
時
／
４
月
７
日
我

　

午
前
９
時

・
受
講
料
／
八
千
八
百
円

●
車
両
系
建
設
機
械
（
整
）
安

全
衛
生
教
育
（
再
教
育
）

・
日
時
／
４
月
８
日
牙

　

午
前
９
時

・
受
講
料
／
八
千
八
百
円

●
玉
掛
安
全
衛
生
教
育
（
再
教

育
）

・
日
時
／
４
月
９
日
画

　

午
前
９
時

・
受
講
料
／
八
千
八
百
円

問
合
せ　

檜
山
建
設
協
会
内

　

殺
0
1
3
9
・
5
2
・
1
8
1
3

お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い　
          

協
会
け
ん
ぽ
保
険
料
率

が
変
わ
り
ま
す

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会

け
ん
ぽ
）
北
海
道
支
部
の
健
康

保
険
料
率
が
、
本
年
３
月
分
（
４

月
納
付
分
）
よ
り
９
．
４
２
％

（
現
行
８
．
２
６
％
）
に
変
わ
り

ま
す
。

　

大
幅
な
保
険
料
率
引
き
上
げ

の
背
景
と
し
て
は
、
保
険
料
収

入
が
大
幅
に
落
ち
込
む
一
方
で

医
療
費
の
支
出
が
増
え
た
こ

と
、
都
道
府
県
ご
と
の
加
入
者

に
か
か
っ
た
医
療
費
の
違
い
が

反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に

よ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
協
会
け
ん
ぽ
の　
HP

ま
た
は
協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支

部
ま
で
。

http://w
w
w
.kyouka

ikenpo.or.jp/

問
合
せ　

全
国
健
康
保
険
協
会
北

海
道
支
部

　

殺
０
１
１
・
７
２
６
・
０
３
５
２
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戸籍の窓口
（１月１日～１月31日届出）

　この欄に掲載をしている方は、本人または
ご家族の了解を得ています。

お誕生おめでとう 　　　　

○板橋　 莉玖 くん　　（  聡 ）北檜山
り く

ご結婚おめでとう　　 　　

　佐藤　　要 さん　　　　都

　新井田久美 さん　　　久　遠

おくやみ申し上げます 　　

○吉田　美雄 さん　（96歳）徳　島

○本市　繁雄 さん　（92歳）豊　岡

○片石ヒテヨ さん　（98歳）豊　岡

○斉藤　しづ さん　（88歳）若　松

○長内　 郎 さん　（７９歳）本町３区

○西井　栄一 さん　（８４歳）共　和

○柳　　郁子 さん　（４５歳）本町９区

○長坂　タミ さん　（80歳）久　遠

○亀井　　正 さん　（61歳）　 都

○名平　三郎 さん　（91歳）長　磯

灼

人口と世帯

１月末現在（前月比）

（－12）9,952人人 口

（－  7）4,709人男

（－  5）5,243人女

（+   3）4,611世帯世 帯

■問い合わせ先／函館年金事務所 殺 ０１３８-５６-１１６5
・本庁町民児童課戸籍年金係 [担当/尾野] 殺 0137-84-5111（内線１１３7）
・瀬棚総合支所総務税務課戸籍年金係 [担当/竹内] 殺 0137-87-3311（内線3115）
・大成総合支所町民福祉課戸籍年金係 [担当/萩原] 殺 01398-4-5511（内線２１５８）

  国民年金保険料収納業務国民年金保険料収納業務のの
民間委託につい                           民間委託についてて

「えっ！？　詐欺？」
　国民年金保険料の督促が民間会社からきて、そ
う思われたことはありませんか？

　日本年金機構では、国民年金保険料の収納業務を民間事業者に
委託しています。

●受託民間事業者　株式会社トライアイ

●業務内容
　・電話や文書による納付督励
　・戸別訪問による納付督励や保険料の収納業務

■注意点■
　民間事業者の担当者が国民年金保険料を収納する場合は、必ず
日本年金機構が発行した保険料納付書を本人がお持ちの場合に限
ります。
　納付書を持っていない方から現金を預かり、領収書を発行する
ことはありません。

　　　　　　　 函館年金事務所による
　　　　　　　 年金相談は、予約制に変わります（予定）
４
月
か
ら

≪大学卒業等程度≫
●国家公務員採用試験Ⅰ種試験
　受付期間
　＊インターネット　4月1日牙 9:00～4月3日臥 22:00
　＊郵送または持参　4月1日牙 ～4月8日牙
●国家公務員採用試験Ⅱ種試験
　受付期間
　＊インターネット　4月10日臥 9:00～4月14日我 17:00
　＊郵送または持参　4月12日俄 ～4月21日我

≪高等学校卒業等程度≫
●国家公務員採用試験Ⅲ種試験
　受付期間　6月22日峨～6月29日峨

受験資格等詳しい内容については

問い合わせ先／人事院北海道事務局第二課試験係 殺011-241-1248

「採用情報ナビ」hyyp://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

国家公務員採用試験のお知らせ

年金係からのお知らせ 　　　　                      　　
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平成21年度せたな町高齢者大学修了式広報見聞録  

Koho - kenbunroku

２
月
９
日
（
火
）「
平
成　

年
度
せ

21

た
な
町
高
齢
者
大
学
修
了
式
」
が
ふ

れ
あ
い
プ
ラ
ザ
に
て
挙
行
さ
れ
、

髙
野
学
長
（
教
育
長
）
か
ら
瀬
棚
区

寿
大
学
卒
業
生　

名
、
大
成
区
く

17

お
ん
大
学
修
了
生　

名
、
北
檜
山

２９

区
い
き
が
い
学
園
修
了
生　

名
に

91

そ
れ
ぞ
れ
こ
の
一
年
間
の
学
び
の

証
と
し
て
修
了
証
書
と
皆
勤
生　
22

名
に
皆
勤
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
特
別
公
演
「
寺
島
姉
妹

民
謡
競
演
」
が
行
わ
れ
、
一
般
入
場

者
も
含
め
約
２
５
０
名
ほ
ど
が
本

格
的
な
ソ
ー
ラ
ン
節
、
演
歌
に
暫

し
堪
能
し
ま
し
た
。

　

昼
食
を
兼
ね
た
「
祝
う
会
」
で
は
、

こ
の
一
年
の
思
い
出
と
次
年
度
へ

の
新
た
な
学
び
を
確
か
め
な
が
ら

本
年
度
締
め
く
く
り
と
な
る
講
座

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▼
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
バ
ン
ク
ー

バ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
ね
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
な
ど

が
始
ま
る
と
一
番
先
に
気
に
な
る
の

は
・
・
・「
日
本
時
間
で
何
時
涯
」
っ

て
こ
と
で
。
今
回
は
競
技
が
「
盛
り

上
が
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
外
」
的
な

時
間
が
正
午
を
ま
た
い
だ
何
時

間
。。。
う
～
ん
、
お
昼
に
家
に
帰
っ

て
小
一
時
間
ほ
ど
テ
レ
ビ
の
前
で
正

座
し
て
（
笑
）
応
援
し
て
い
る
の
で

す
が
・
・
・
あ
～
無
情
に
も
時
は
過

ぎ
、「
役
場
行
か
な
き
ゃ
・
・
」
と
後

ろ
髪
引
か
れ
な
が
ら
家
を
出
ま
す
。

編
集
後
記
を
書
い
て
い
る
現
在
２
月

　

日
午
後
２
時
、
頭
の
中
は
（
高
橋

１９大
輔
は
？
織
田
は
？
小
塚
は
？
ど
う

な
っ
た
ん
だ
ぁ
ー
涯
）
と
気
に
な
っ

て
気
に
な
っ
て
・
・
・
い
た
の
で
す

が
・
・
・
。
皆
さ
ん
鎧
や
り
ま
し
た

ね
鎧
男
子
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
の
銀

①
銅
①
に
続
い
て
銅
①
増
え
ま
し
た

鎧
高
橋
選
手
お
め
で
と
う
鎧
織
田
く

ん
も
小
塚
く
ん
も
お
疲
れ
さ
ま
で
す

鎧
今
日
の
夜
は
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

を
片
っ
端
か
ら
見
ま
く
り
ま
す
外
▼

や
っ
ぱ
メ
ダ
ル
を
と
る
と
嬉
し
い
で

す
ね
。
で
も
「
参
加
す
る
こ
と
に
意

義
が
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
。
確
か
に
出
場
す
る
資
格
や

権
利
を
手
に
し
た
だ
け
で
も
賞
賛
に

値
し
ま
す
よ
ね
。
す
ご
い
で
す
外
出

場
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
、
感
動
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
外
頑
張
れ
鎧

に
っ
ぽ
ん
鎧
ち
ゃ
ち
ゃ
ち
ゃ
鎧

 　
　
　
　
　

（
丹
羽
・
稲
船
・
堀
部
）

編

集

後

記
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